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広報なかい1月号　2

�������������　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
�

　
町
民
の
皆
様
方
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
町
政
運
営
に
あ

た
り
ま
し
て
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
�

　
本
年
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力

に
よ
り
築
き
上
げ
ら
れ
た
本
町
は
、

明
治
４１
年
に
中
村
と
井
ノ
口
村
が
合

併
し
現
在
の
町
域
で
あ
る
中
井
村
が

誕
生
し
て
1
0
0
年
を
迎
え
る
節
目

の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ

き
年
に
町
民
皆
様
の
参
画
と
協
働
に

よ
り
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催

し
、「
中
井
誕
生
1
0
0
周
年
」
を
祝

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。
�

　
ま
た
、
こ
れ
を
契
機
に
未
来
に
向

け
た
新
た
な
飛
躍
の
年
と
し
て
、「
町

民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生

活
基
盤
整
備
」
に
着
眼
し
、
次
の
世

代
に
誇
り
を
持
っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と

の
で
き
る
「
共
生
・
安
心
・
協
働
」
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
邁
進
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
昨
今
の
我
が
国
の
経
済
は
、
原
油

や
穀
物
価
格
の
高
騰
、
円
高
傾
向
に

よ
る
為
替
の
変
動
、
株
価
の
下
落
な

ど
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
が
不
安
視
さ

れ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
安

定
し
た
税
収
等
の
確
保
は
難
し
い
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、
第
四
次

中
井
町
行
政
改
革
大
綱
を
着
実
に
実

施
し
、
第
五
次
中
井
町
総
合
計
画
の

将
来
像
「
水
と
緑
、
人
が
き
ら
め
く

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
実
現
の
た
め
、

職
員
と
共
に
積
極
的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
�

　
今
年
は
、
特
に
環
境
基
本
計
画
の

策
定
、
井
ノ
口
保
育
園
開
園
に
伴
う

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
、
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
及
び
地

域
福
祉
計
画
等
の
策
定
な
ど
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
計
画
づ

く
り
を
中
心
に
事
業
展
開
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
議
会
を
は
じ
め
町
民
皆
様
方
の

一
層
の
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
�

　
終
わ
り
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。�

テレビからもテレビからも�
�新春の挨拶をお送りします新春の挨拶をお送りします�
●tvk新春特別番組�
�「2008かながわてれび年賀状�
�　　　　～市町村長新春挨拶～」�
�1月3日（木）6：30～6：45

テレビからも�
�新春の挨拶をお送りします�
●tvk新春特別番組�
�「2008かながわてれび年賀状�
�　　　　～市町村長新春挨拶～」�
�1月3日（木）6：30～6：45



3　広報なかい1月号�

�������������　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
�

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
�

　
日
頃
よ
り
、
町
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�

　
昨
年
4
月
の
町
議
会
選
挙
で
は
、

議
員
定
数
を
見
直
し
、
１４
名
と
し
て

町
民
の
審
判
を
仰
ぎ
ま
し
た
が
、
無

投
票
当
選
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
議
員
一
同
身
を
引
き
締

め
る
と
共
に
、
議
会
改
革
と
活
性
化
、

そ
し
て
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め

に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
す
。
�

　
さ
て
、
昨
年
の
3
月
に
は
待
望
の

「
砂
口
南
が
丘
線
」
が
開
通
し
、
中

井
―
秦
野
間
が
よ
り
一
層
身
近
と
な

り
、
通
勤
通
学
は
も
と
よ
り
、
生
活

の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１１
月
に
は
、
中
井
中
央
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
利
用
者
数

が
延
べ
５０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

年
々
利
用
客
が
増
え
、
日
々
混
雑
す

る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
す
の
で
、
今

後
は
コ
ー
ス
の
増
設
も
視
野
に
入
れ

要
望
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
�

　
ま
た
、
市
町
村
合
併
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
た
地
区
懇
談
会
で
は
、
町

民
か
ら
は
、
行
政
圏
・
生
活
圏
・
さ

ら
に
は
単
独
町
政
の
推
進
等
、
様
々

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら

に
せ
よ
合
併
は
町
の
将
来
を
大
き
く

左
右
す
る
問
題
で
す
。
我
が
町
の
存

在
感
・
自
主
性
を
失
う
こ
と
な
く
、

希
望
が
持
て
る
町
づ
く
り
に
向
け
、

議
会
で
も
町
民
の
皆
様
と
共
に
慎
重

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
�

　
こ
の
4
月
か
ら
、
町
で
は
行
政
組

織
が
、
部
長
制
か
ら
課
長
制
に
改
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
議
会
で

も
、
常
任
委
員
会
等
の
見
直
し
や
、

議
会
改
革
を
一
層
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
�

　
ち
ょ
う
ど
今
年
は
、
明
治
41
年
に

中
村
と
井
ノ
口
村
が
合
併
し
て
、

1
0
0
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
す
。

先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て

育
ま
れ
て
き
た
、
中
井
の
伝
統
・
文

化
を
継
承
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
1
0
0
年
に

向
か
っ
て
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
�

　
終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
�

1月3日（木）9時スタート�1月3日（木）9時スタート�



広報なかい1月号　4

　
12
月
1
日
に
民
生
委
員
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

２４
名
の
方
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
い

く
つ
か
の
地
区
で
民
生
委
員
児
童
委
員
の
交
代
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
�
�

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
に
お
け
る
相
談
・
支
援

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
福
祉
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

を
お
受
け
し
、
福
祉
行
政
機
関
な
ど
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、
地
域
福
祉
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
�

��
�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�

�　
こ
の
た
び
の
改
選
に
よ
り
、
１１
月
３０
日
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。
長
い
間
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

（
敬
称
略
）
�

萩
原
君
子
（
大
久
保
／
9
年
在
任
）
�
�

重
田
惠
美
子
（
遠
藤
／
6
年
在
任
）
�
�

市
川
義
男
（
北
田
／
１２
年
在
任
）
�

平
井
ア
イ
コ
（
藤
沢
／
6
年
在
任
）
�
�

尾
上
道
子
（
北
窪
／
6
年
在
任
）
�
�

尾
上
良
雄
（
宮
前
／
6
年
在
任
）
�
�

藤
井
善
子
（
宮
原
旧
県
道
東
／
3
年
在
任
）
�
�

川
口
志
津
子
（
五
分
一
／
6
年
在
任
）
�

新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
が
 
�

決
ま
り
ま
し
た
�

地
域
福
祉
を
支
え
る
�

★氏名の前についている＊印は新任、○印は主任児童委員、（　）内は担当地区です。　（敬称略）�



5　広報なかい1月号�

　
道
路
交
通
法
の
改
正
等
に
よ
り
、
交
通
事

故
に
よ
る
死
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
に
目

を
向
け
る
と
、
そ
の
死
者
数
は
全
体
の
約
４５

%
を
占
め
て
お
り
、
極
め
て
高
い
構
成
率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
�
�

　
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
…
？
�

　
そ
こ
に
は
、
高
齢
者
な
ら
で
は
の
交
通
事

故
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
は
も
ち
ろ

ん
、
ご
家
族
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
一
人
が
こ

れ
ら
の
特
徴
を
理
解
し
、
交
通
事
故
の
当
事

者
と
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
�

�■
歩
行
中
の
交
通
事
故
の
特
徴
�

発
生
原
因
と
し
て
多
い
も
の
�

①
信
号
無
視
�

②
横
断
禁
止
場
所
等
で
の
横
断
�

③
停
車
車
両
の
直
前
直
後
か
ら
の
横
断
�

④
視
認
力
が
低
下
す
る
薄
暮
時
（
夕
方
）
�

�■
老
齢
者
の
行
動
を
知
ろ
う
�

体
力
の
衰
え
や
、
身
体
機
能
の
低
下
が
交
通

事
故
の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

①
体
力
の
衰
え
↓
歩
行
速
度
が
遅
く
な
っ
た

　
り
、
反
応
が
遅
れ
が
ち
と
な
る
こ
と
な
ど
。�

②
視
力
・
聴
力
の
低
下
↓
歩
行
中
の
つ
ま
ず

　
き
、
転
倒
を
さ
け
る
た
め
、
足
下
に
注
意

　
が
い
き
が
ち
で
視
野
が
狭
く
な
っ
た
り
、

　
視
力
・
聴
力
の
低
下
に
よ
り
、
通
行
車
両

　
に
気
付
く
の
が
遅
れ
る
な
ど
。
�

③
思
い
こ
み
↓
「
い
ま
ま
で
交
通
事
故
に
あ

　
っ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
」「
車
は
止
ま
っ
て

　
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
思
い
こ
み
。
�

�■
交
通
事
故
を
防
ぐ
心
得
�

①
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
�

②
外
出
は
、
目
立
つ
服
装
で
。
夜
間
は
反
射

　
材
用
品
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
�

③
右
側
通
行
と
横
断
歩
道
で
の
横
断
を
厳
守

　
し
ま
し
ょ
う
。
�

④
横
断
歩
道
が
無
い
と
き
は
、
見
通
し
が
よ

　
い
と
こ
ろ
で
、
よ
く
安
全
確
認
を
し
て
か

　
ら
渡
り
ま
し
ょ
う
。
�

⑤
青
信
号
が
点
滅
し
た
ら
次
の
青
信
号
ま
で

　
待
ち
ま
し
ょ
う
。
�

⑥
自
宅
付
近
は
「
庭
」
な
ど
と
思
わ
ず
、
常

　
に
警
戒
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
�

　
町
で
は
、
役
場
庁
舎
と
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
ト
イ
レ
を
一
部
改
修
し
、
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
併
せ
て
ベ
ビ
ー

シ
ー
ト
も
設
置
し
ま
し
た
の
で
、
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
方
や
小
さ
い
お
子
様
を
お
連
れ
の
方

も
お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。
�

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
�

　
役
場
庁
舎
１
階
多
目
的
ト
イ
レ
�

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
多
目
的
ト
イ
レ
�

ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
設
置
ト
イ
レ
�

　
役
場
庁
舎
１
階
多
目
的
ト
イ
レ
�

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ト
イ
レ
�

　
町
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
促

進
の
た
め
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入（
中

古
品
を
除
く
）
さ
れ
た
方
を
対
象
に
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
�

◎
申
請
で
き
る
方
�

　
・
町
内
に
住
民
登
録
等
の
あ
る
方
�

　
・
６
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
と
�

　
　
同
一
世
帯
の
方
�

　
※
１
世
帯
１
台
限
り
（
以
前
交
付
を
受
け

　
　
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
）
�

◎
申
請
に
必
要
な
も
の
�

　
・
申
請
書
（
防
災
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。）�

　
・
領
収
書
（
原
本
）
�

　
・
品
質
保
証
書
（
原
本
）
�

　
・
印
鑑
�

◎
補
助
額
�

　
購
入
金
額
の
1
／
2
（
上
限
１
万
円
）
�

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
補
助
�

高
齢
者
の
交
通
安
全
�

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
を
設
置
�

全国交通事故死者数（平成18年）�

（警察庁資料）�

15歳以下�
158人�
3％�

16歳～24歳�
772人�
12％�

25～64歳�
2,613人�
41％�

65歳以上�
2,809人�
44％�

〜
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
も
設
置
〜
�



広報なかい1月号　6

平成２０年度�
町県民税税制改正について�

（1）住宅借入金等特別控除　（平成２０年度～平成２８年度町県民税に適用）�

（2）地震保険料控除の創設�

控除しきれなかった�
分は住民税（所得割）�
から控除されます！�

地震保険への加入を促�
進する目的で、従来の�
損害保険料控除を見直�
し、地震保険料控除が�
創設されます！�

　税源移譲により所得税が減額となり、控除できる

住宅ローン控除額が減る場合があります。平成11年

1月 1日から平成18年12月31日までに入居し、所得

税の住宅ローン控除を受けている方で所得税から控

除しきれない額がある場合については、申告により

平成20年度以降の町県民税の所得割額からも控除で

きます。 

②平成18年12月31日までに締結した長期損害保険契

　約（保険期間が10年以上で満期返戻金があるもの）

　に係る保険料等については、従前の損害保険料控

　除を適用する経過措置が設けられます。（町県民税

　は1万円、所得税は1万5千円を上限）�

※従来の短期損害保険料控除は廃止となります。�

※前記①・②の両方を適用する場合は、町県民税は

　２万5千円、所得税は5万円が控除額の上限とな

　ります。�

①地震保険契約に係る支払保険料のうち、町県民税

　は2分の1に相当する金額、所得税は支払保険料

　相当額を控除します。（町県民税は2万5千円、所

　得税は５万円が控除の上限額となります。）�

◎対象者（次の①・②のいずれかに該当する方）�
①税源移譲により所得税額が減少する結果、住宅

　借入金等特別控除限度額が所得税額よりも大き

　く、控除しきれなくなった方�

②住宅借入金等特別控除限度額が所得税額より大

　きく、税源移譲前でも控除しきれなかったが、

　税源移譲により控除しきれない額が大きくなっ

　た方�

◎申告方法・申告期限�
　対象者はその年の3月15日（平成20年は3月17

日）までに1月1日現在の住所地である市町村に「町

県民税住宅借入金等特別税額控除申告書」に源泉

徴収票を添付して提出してください。なお、税務

署に確定申告書を提出する方は、税務署へ前記の

申告書を併せて提出してください。（毎年提出す

る必要がありますので、ご注意ください。）�

◎計算方法（平成20年度町県民税で控除を受ける場合）�

住宅借入金等
特別控除額�

次の①、②のいずれか少ない金額�

①19年分所得税の住宅借入金等特別控除限度額��

②税源移譲前の税率で算出した19年分の所得税額�

税源移譲後の税�

率で算出した19�

年分の所得税額�
＝� －�
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（3）税源移譲時の年間所得の変動に係る経過措置�

　税源移譲では、ほとんどの方は所得税が減り、町県民税が増え

るようになりました。しかし、退職などの理由により、平成19年

中の所得が大きく下がり、平成19年分の所得税がかからない場合

は、税源移譲の負担軽減が受けられない一方、平成19年度分の町

県民税は税源移譲による負担増の影響を受けることになります。

このように、平成18年と平成19年の所得変動に伴う負担増を調整

するため、経過措置が設けられます。（この経過措置は、平成19

年度の町県民税のみが対象です。）�

（4）老年者非課税措置（経過措置）の廃止�

　この改正は、少子高齢化が急速に進行するなかで、

年齢に関わらず公平に税負担を分かち合うという観点

から行われたものです。�

　具体的には、平成17年 1月 1日現在において65歳以

上であった方で、前年の所得が125万円（年金収入の

みで245万円）以下の方は平成17年度まで非課税でし

たが、平成18年度から段階的に廃止されており、平成

20年度よりこの経過措置が終了となります。�

　なお、寡婦（夫）控除の要件に該当する方は、前年

の合計所得が125万円以下であれば、前記に関わらず

非課税措置が適用されます。�

※経過措置の適用を受けていた方は、平成20年度より、

　かながわの水源環境保全・再生のための個人県民税

　超過課税が課されます。超過課税については平成23

　年度まで適用されます。�

◎対象者（次の①・②の両方を満たす方）�

＞�
平成19年度町県民税の課税所得金額�

（申告分離課税分を除く）�
所得税との人的控除額の差の合計額�①�

≦�
平成20年度町県民税の課税所得金額�

（申告分離課税分を含む）�
所得税との人的控除額の差の合計額�②�

◎計算方法�
　平成19年度の合計課税所得金額について、税源

移譲後の税率を適用し、調整控除を行った後の税

額から、税源移譲前の税率を適用した税額を、差

し引いた額を減額します。既に納付済みの場合は、

還付します。�

◎申告方法�
　対象者は、平成20年 7月 1日から平成20年 7月

31日までの間に、平成19年 1月 1日現在の住所所

在地の市町村に申告してください。�

平成 18 年度�

平成 1 9 年度�

平成 2 0 年度�

税額の3分の2を軽減�

税額の3分の1を軽減�

軽減なし�
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11
月
25
日
（
日
）
、
中
井
俳
句
協
会
主

催
の
「
第
8
回
な
か
い
里
山
俳
句
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
50
名
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
参
加
者
は
中
井
中
央
公
園
か
ら
北
へ
と

延
び
る
「
関
山
の
道
」
を
散
策
し
、
各
々

が
感
じ
た
中
井
の
秋
を
句
に
込
め
て
い
ま

し
た
。
�

　
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）�

　
12
月
1
日（
土
）・
2
日
（
日
）
の
2

日
間
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
農

産
物
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
今
年
も
3
0
0
点
を
超
え
る
農
産
物

と
加
工
品
が
出
品
さ
れ
、
恒
例
と
な
っ

て
い
る
表
彰
式
後
の
出
品
農
産
物
即
売

会
に
は
多
く
の
方
が
訪
れ
、
地
元
の
新

鮮
で
質
の
良
い
農
産
物
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。
�

　
な
お
、
品
評
会
で
金
賞
を
受
賞
さ
れ

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）
�

【
農
産
物
の
部
（
9
点
）】�

○
み
か
ん
　
　
　
金
子
 
馨
（
大
久
保
）
�

○
大
根
　
　
　
　
原
 
由
美
子
（
遠
藤
原
）
�

○
こ
め
　
　
　
　
山
口
英
夫
（
雑
色
）
�

○
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
　
井
上
拓
三
（
境
原
）
�

○
み
か
ん
　
　
　
加
藤
シ
ゲ
（
下
井
ノ
口
）
�

○
ね
ぎ
　
　
　
　
大
原
文
雄
（
砂
口
）
�

○
キ
ウ
イ
　
　
　
大
原
う
ら
ら
（
砂
口
）
�

○
キ
ャ
ベ
ツ
　
　
原
　
三
起
也
（
遠
藤
原
）
�

○
人
参
　
　
　
　
村
山
 
充
（
遠
藤
原
）
�

【
加
工
品
の
部
（
1
点
）】�

○
こ
ん
に
ゃ
く
　
相
原
ス
ミ
子
（
本
境
）
�

中井の秋を感じながら吟行する参加者�

　
11
月
15
日
（
木
）
井
ノ
口
小
学
校
で
、

全
校
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
教
室
は
、
県
の
く
ら
し
安
全
指
導
員

や
神
奈
川
県
警
察
、
町
交
通
指
導
隊
員

の
方
々
が
協
力
し
て
指
導
に
あ
た
り
、

1
・
2
年
生
は
道
路
の
安
全
な
歩
き
方

を
、
3
〜
6
年
生
は
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
を
教
わ
り
、
練
習
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
、
こ
の
日
は
神
奈
川
県
警
察
の

白
バ
イ
が
2
台
登
場
し
、
児
童
た
ち
は

白
バ
イ
に
乗
っ
て
記
念
撮
影
を
し
、
興

味
津
々
の
様
子
で
し
た
。
�
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�　
11
月
19
日
（
月
）
中
村
小
学
校
体
育
館

で
、
神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
公
演
は
、
文
化
庁
の
「
本
物
の

舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
の
一
環
で
、
児
童

に
本
物
の
音
楽
に
身
近
で
触
れ
て
も
ら
お

う
と
同
校
が
応
募
し
て
実
現
し
ま
し
た
。
�

 
公
演
で
は
、
1
曲
目
の
『
カ
ル
メ
ン
』

か
ら
、
間
近
で
聴
く
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
迫

力
に
、
児
童
た
ち
は
聴
き
い
っ
て
い
ま
し

た
。
続
い
て
、
本
物
の
音
を
体
感
し
た
後

は
、
児
童
と
神
奈
川
フ
ィ
ル
の
共
演
が
行

わ
れ
、
こ
の
日
の
た
め
に
、
10
月
に
神
奈

川
フ
ィ
ル
の
団
員
か
ら
リ
コ
ー
ダ
ー
や
カ

ス
タ
ネ
ッ
ト
、
合
唱
の
指
導
を
受
け
た
児

童
た
ち
は
、
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
共

演
は
大
成
功
し
ま
し
た
。
特
に
合
唱
で
は
、

児
童
の
一
人
が
作
詞
を
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

曲
『
み
ん
な
友
達
』
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

バ
ッ
ク
に
見
事
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

バ
ー
ジ
ョ
ン
に
編
曲
さ
れ
た
同
校
の
校
歌

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
�

神奈川フィルと共演する児童�

☆総合成績�

�優　勝　　ミックス�

�準優勝　　中井町役場�

� 3 　位　　吟醸�

�　　　　　テルモ�

☆個人賞�

�最優秀選手賞　　東出広行（ミックス）�

�優秀選手賞　　　天野　泰（中井町役場）�

�敢闘賞　　　　　小清水　慎（ミックス）�

�打撃賞　　　　　東出広行（ミックス）�

－11月11日・18日・25日－�
�会場：中井中央公園野球場・多目的広場�

－10月21日・28日－�
�会場：中井中央公園多目的広場�

▼一般男子�

�優　勝　　　グリーンピース�

�準優勝　　　大久保ファイターズ�

� 3 　位　　　井ノ口ＳＢＣ�

　最優秀選手　吉田憲章（グリーンピース）�

　敢闘選手　　畠山周一（大久保ファイターズ）�

▼一般女子�

�優　勝　　　KAISEI爽会�

�最優秀選手　片野悦子（KAISEI爽会）�

　
11
月
22
日（
木
）、
勤
労
感
謝
の
日
を
前

に
、
木
之
花
保
育
園
の
園
児
34
名
が
役
場

を
訪
れ
、
尾
上
町
長
に
花
と
手
紙
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
し
た
。
か
わ
い
ら
し
い

絵
で
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
さ
れ
た

園
児
た
ち
の
手

作
り
の
手
紙
に

は
、『
い
つ
も
あ

り
が
と
う
』
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
が

添
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
�

　
11
月
8
日（
木
）新
潟
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
48
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議

会
」
で
、坂
本
通
泰
さ
ん（
遠
藤
）が
体
育
指

導
委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

坂
本
さ
ん
は
町
の
体
育
指
導
委
員
と
し
て

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室
の
企
画
運
営

に
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿

勢
が
評
価

さ
れ
、
今

回
の
表
彰

と
な
り
ま

し
た
。
�
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題名「２００８の干支ねずみ」�

墨絵教室同好会�

大 野 優 子（久所）�

改善センター図書室� ８１－３９０７� 井ノ口公民館図書室� ８１－３３１１�

成人書�
◆セブンパワーズ�
�
◇使ってみたい武士の日本語�
�
◇毎日かあさん�

児童書�
◇おしりしりしり�
◇わたしはあなたをあいしてい
　ます�
◇ゆうやけごはんいただきます�

�
�

（アレックス・ロビラ）�
�

（野火迅）�
（西原理恵子）�

 �
 （長野ヒデ子）�

�
（宮西達也）�

�
（長崎夏海）�

�
�

（重松　清）�
（東野圭吾）�
（宮尾登美子）�

 �
 �

（村上しいこ）�
（こみね ゆら）�

�
（なかがわ ちひろ）�

成人書�
◆永遠（とわ）を旅する者�
�
◇ダイイング・アイ�
◇篤姫の生涯�

児童書�
◇かめきちのなくな！王子様�

�
◇初雪のふる日�
◇おまじないつかい�
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﹇
弁
天
さ
ん
の
会
﹈
�

Ｖ�Vｏl.21

ボランティア活動や町事�
業への協力など、地域で�
活躍している団体を紹介�
します。�

会
長
　
　
近
藤
　
達
雄
（
北
窪
）�

　
厳
島
湿
生
公
園
が
整
備
さ
れ
た
平
成
15

年
に
、
町
・
自
治
会
・
地
権
者
の
話
し
合

い
で
維
持
管
理
は
地
域
の
中
の
人
で
行
う

事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
12
名
の
有

志
が
集
ま
り
、「
弁
天
さ
ん
の
会
」
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
会
の
名
称
は
、
公
園
の

中
心
に
あ
る
厳
島
神
社
の
別
名
「
弁
天
さ

ん
」
か
ら
取
り
ま
し
た
。
�

　
作
業
は
毎
週
月
曜
日
に
半
日
程
度
行
い
、

草
刈
り
、
ト
イ
レ
清
掃
、
竹
林
・
園
路
の

整
備
な
ど
、
公
園
全
体
（
約
2.5
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来

場
者
は
ホ
タ
ル
観
賞
、
植
物
観
察
、
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
子
ど
も
の
ザ
リ
ガ
ニ

捕
り
、
地
域
の
旧
跡
の
見
学
を
兼
ね
た
団

体
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
年
々
、
見
学
者

の
目
的
が
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

今
後
も
厳
島
湿
生
公
園
保
全
管
理
運
営
協

議
会
の
中
で
管
理
方
法
に
つ
い
て
話
し
合

い
な
が
ら
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
葛

川
沿
い
の
散
策
路
が
整
備
さ
れ
歩
行
者
も

多
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
木
道
、
園
路
、

階
段
、
ス
ロ
ー
プ
等
の
障
害
物
に
は
気
を

配
っ
て
い
ま
す
。
�

　
水
の
中
の
作
業
は
大
変
で
す
が
、
自
然

と
共
生
で
き
る
環
境
の
良
い
公
園
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
外
部
か
ら

ゴ
ミ
や
空
缶
、
外
来
の
植
物
、
草
、
魚
等

を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
�

　
県
西
地
域
の
２
市
８
町
（
小
田
原
市
・

南
足
柄
市
・
中
井
町
・
大
井
町
・
松
田
町
・

山
北
町
・
開
成
町
・
箱
根
町
・
真
鶴
町
・

湯
河
原
町
）
で
構
成
す
る
「
県
西
地
域
合

併
検
討
会
」
の
第
２
回
委
員
会
を
平
成
19

年
11
月
7
日
に
開
き
ま
し
た
。
�

　
委
員
会
で
は
、
企
画
な
ど
の
分
科
会
や

事
務
局
か
ら
現
時
点
ま
で
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
後
、
委
員
間
で
協

議
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
会

で
は
、
①
一
般
論
だ
け
で
な
く
平
成
の
大

合
併
に
よ
り
合
併
し
た
市
町
村
の
実
態
を

十
分
に
検
証
し
、
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
を
明

示
す
べ
き
。
②
合
併
の
目
標
と
し
て
中
核

市
を
目
指
す
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
。

③
人
口
減
少
社
会
、
少
子
高
齢
社
会
を
迎

え
、
合
併
せ
ず
に
単
独
で
現
行
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
・
継
続
し
て
い
く
こ
と
が

可
能
か
、
各
市
町
が
し
っ
か
り
と
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
な
ど
の
意
見
が
複
数

の
委
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
�

　
合
併
検
討
会
で
は
、
こ
う
し
た
意
見
を

踏
ま
え
て
引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進
め
、

今
年
度
末
ま
で
に
検
討
結
果
報
告
書
を
取

り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。
こ
の
報
告
書
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
ほ
か
、
概
要
版

を
作
成
し
住
民
の
皆
さ
ん
に
配
布
し
ま
す
。�

　
平
成
20
年
度
に
は
、
検
討
結
果
を
基
に

住
民
説
明
会
な
ど
を
開
き
、
住
民
の
皆
さ

ん
と
合
併
の
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
�

　
今
後
も
合
併
に
関
す
る
検
討
状
況
は
、

広
報
な
か
い
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
合
併
検
討
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://
w
w
w
.city

.�

od
aw
ara.k

an
ag
aw
a.jp
/g
ap
p
ei/

）
も
�

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

県
西
地
域
合
併
検
討
会
情
報
�

〜
第
2
回
委
員
会
を
開
催
〜
�



※本誌は古紙配合率１００％の再生紙を使用しています。�

　
11
月
1７
日
（
土
）
に
中
井
中
央
公
園
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
が
５０
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。
�

　
記
念
す
べ
き
５０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、

藤
沢
市
に
お
住
ま
い
の
中
山
キ
ミ
エ
さ
ん
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
仲
間
7
人
と
来
場
し
た
中
山

さ
ん
は
、
本
町
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
月

に
２
〜
3
回
利
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
�

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
小
学
校
3
年
生
以

上
で
あ
れ
ば
利
用
（
有
料
）
で
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
も
ご
家
族
や
ご
近
所
の
お
仲

間
な
ど
と
利
用
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
�

記念品を受け取る中山さん（右）�

お知らせ�

お
し
ら
せ
版
は
休
刊
で
す
。
�

次
回
は
一
月
十
五
日
発
行
�

と
な
り
ま
す
。
�
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No.512 
平成２０年１月１日発行�

平成１９年１２月１日現在�

世帯数�

人　口�

男�

女�

３，３０１世帯�

１０，０５１人　�

５，１０４人　�

４，９４７人　�

（前月比）�
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（�

（�

－�

－�
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＋�

）�
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納期限は１月３１日（木）です�

☆お支払いは便利な口座振替をご利用ください�

町 県 民 税 �

介 護 保 険 料 �

第４期分�

第７期分�

税務課　町税班�
保健福祉課　高齢介護班�

　８１－１１１３�
　８１－５５４８�

問合せ�

ひとくちメモ�

●�豆乳を温めてから、ふやかした粉ゼ�
ラチンを入れると混ぜやすいです。�

レシピ２３�

■一人分の栄養価�
エネルギー 129.6kcal�
たんぱく質 8.8g�
脂質 8.8g�
カルシウム 17mg�
塩分 1.6g

■作り方�
①バウンド型にオーブンシートを敷きこむ、耐熱容器に入れた水
　に粉ゼラチンをふり入れ、ふやかしておく。�
②きのこ類は石づきを取り、生しいたけは、薄切りにし、しめじ
　は1本ずつにほぐす。えのきは、長さ半分に切ってほぐす。�
③ロースハムは、1cm角に切る。��
④フライパンにオリーブ油を熱し、きのこ類を炒める。香りが立
　ってきたらハムを加えて、さっと炒め、醤油、塩、コショウをふ
　り水気をとばすように炒め合わせる。粗熱がとれるまで冷やす。�
⑤ふやかした粉ゼラチンは、ラップをしないで電子レンジ強で30
　秒かけて溶かす。�
⑥ボールに豆乳と⑤を入れて混ぜ、④を加えて混ぜる。この時、
　ボールの底を氷水で冷やしながら混ぜる。とろみがついたら
　型に流し入れ、冷蔵庫で2時間以上入れて冷やし固める。�
⑦型からオーブンシートごとはずし、食べやすい大きさに切り分け、
　せん切りの青じそ、マヨネーズと醤油を混ぜたソースをそえる。�

■材料（6人分）�
豆乳（無調整） 2カップ�
生しいたけ 4枚�
しめじ 1パック�
えのき 1袋�
青じそ 10枚�
ロースハム（薄きり） 100g�
醤油 小さじ1�
塩 小さじ1

コショウ 少々�
粉ゼラチン（16g） �
 小さじ5強�
水 大さじ4�
ソース �
　マヨネーズ 大さじ2�
　醤油 小さじ1�
オリーブ油 大さじ1


